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第41号

松尾寺公園

平成19年第4回定例会が、12月3日から12月14日の12日間の会期

で開催されました。

今定例会では、「和泉市土地開発公社定款の変更について」な

ど、議案14件、諮問1件、報告9件、請願1件、意見書4件等が可

決等されたほか、第３回定例会で上程され閉会中の継続審査とな

っていた平成18年度各会計決算についても、それぞれ認定され

ました。

また、13人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われま

した。

平成19年第４回定例会を開催
主な掲載内容

○平成18年度決算審査概要
・・・・・２・３ページ

○一般質問
・・・・・４～７ページ

○第４回定例会の予定等
・・・・・・・８ページ



国の税制改悪や障害者自立支援法施行によ
る高齢者や障害者への負担増など、福祉社会
保障切り捨ての中、地方自治体としての障害
者や高齢者に温かい施策展開が求められてい
る時期にもかかわらず、障害者等給付金単価
の引き下げ、敬老祝い金は節目支給に変える
一方、不充分な「ダッシュ」への委託見直し
等、納得できない執行があり反対する。

泉州東部農用地整備事業や農業団地におい
ては、国・府の補助があり、かつ、農業の振
興という大義名分のもと取り組んだ事業では
あるが、貴重な山林をなくし、又、和泉市に
とっては事後の管理が重くのしかかる公共事
業であるという指摘をして反対する。

和 泉 市 議 会 だ よ り 平成20年２月１日（2）

平成18年度決算を認定
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第3回定例会で上程され継続審査となっていた平成18年度各会計決算は、閉会中の11月5日から9

日までの5日間にわたり決算審査特別委員会が開催され、慎重な審査が行われました。

12月3日の本会議では、委員長より審査の結果が報告され、反対・賛成討論の後、賛成多数で認

定されました。
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●反対討論●●反対討論●

市民の安全と安心の確保対策について、殊の
ほか意を配し、国民保護計画の策定をはじめ民
間木造住宅の無料耐震診断事業や市営住宅の火
災報知機の設置、小中学校や消防本部の耐震診
断並びに各種消防資機材の更新整備、保育園・
幼稚園の電子錠整備事業、泉州北部小児初期救
急広域センター連携体制事業など、さまざまな
新規事業に積極的に取り組まれた。又、資源循
環型のまちづくりを目指し、新分別収集回数の
増加や事業系粗大ごみの有料化などを通し、ご
みの減量化、再資源化に努められるとともに、
市民福祉の向上を図る数々の施策がソフト、ハ
ード両面にわたり積極的に展開されている。国
の三位一体改革が進む中、厳しい財源環境下で
の財政運営を強いられつつも、一定の成果を上
げていることを評価したい。

●反対討論●●反対討論●

●賛成討論●●賛成討論●



３億9,787万5千円 
議会費 
 0.8% 44億6,768万５千円 

総務費 
9.1% 

190億9,799万円 
民生費 
38.6% 

54億9,229万８千円 
衛生費 
11.8% 

４億4,082万６千円 
農林水産業費 
0.9% 

６億4,719万４千円 
商工費 
1.0% 

45億2,428万３千円 
土木費 
8.6% 

14億1,545万６千円 
消防費 
2.9% 

68億1,087万２千円 
教育費 
13.5% 

58億4,323万４千円 
その他 
12.5% 

和 泉 市 議 会 だ よ り（3）

204億9,812万８千円 
市税 
41.6％ 

７億9,005万８千円 
分担金及び負担金 

1.6％ 

９億2,443万４千円 
使用料及び手数料 

1.9％ ２億円 
繰入金 
0.4％ 

９億4,364万９千円 
財産収入、寄付金等 

1.9％ 

78億8,221万９千円 
地方交付税 
16.0％ 

75億7,926万６千円 
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24億9,059万円 
府支出金 
5.0％ 
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　区　　　　　分 

　一　般　会　計 
国民健康保険事業 
老人保健事業 
公共用地先行取得事業 
公共下水道事業 
市街地再開発事業 
介護保険事業 
和泉診療所 
　　  小　　　計 
　　  合　　　計 

歳入決算額（A） 

   493億   510万７千円 
149億3,098万９千円 
116億     79万５千円 
４億6,168万４千円 
41億6,228万４千円 
７億5,755万２千円 
76億7,673万９千円 
３億9,573万７千円 
399億8,578万　　円 
892億9,088万７千円 

歳出決算額（B）    

491億3,771万３千円 
150億9,462万２千円 
116億6,821万１千円 
４億6,168万４千円 
41億6,228万４千円 
７億3,784万２千円 
76億4,541万　　円 
３億9,573万７千円 
401億6,579万　　円 
893億   350万３千円 

  差引額（C）　　 
＝（A－B）　　 

１億6,739万４千円 
△１億6,363万３千円 
△6,741万６千円 

０円 
０円 

1,971万　　円 
3,132万９千円 

０円 
△１億8,001万　　円 
△1,261万６千円 

翌年度繰越額（D） 

1,521万７千円 
0円 
0円 
0円 
0円 

1,971万　　円 
1,571万２千円 

0円 
3,542万２千円 
5,063万９千円 

翌年度繰越額（D） 

1,521万７千円 
０円 
０円 
０円 
０円 

1,971万　　円 
1,571万２千円 

０円 
3,542万２千円 
5,063万９千円 

実質収支額　　 
（C－D）　　 

１億5,217万７千円 
△１億6,363万３千円 
△6,741万６千円 

０円 
０円 
０円 

1,561万７千円 
０円 

△2億1,543万２千円 
△6,325万５千円 

特
　
別
　
会
　
計 

（△はマイナス） 

 
水道事業会計 
病院事業会計 

　　 事業収益 
37億1,040万７千円 
49億8,859万８千円 

　　  事業支出 
35億7,776万５千円 
62億4,084万４千円 

　　　  差引額　　　 
１億3,264万２千円 

△12億5,224万７千円 

（△はマイナス） 

平成18年度会計別決算状況

平成18年度企業会計決算状況（消費税を含む）

平成18年度一般会計決算の歳出内訳
総額491億3,771万3千円（100％）

ここでは紙面の都合上、質問

項目の一部を掲載しています。

決算審査特別委員会での質問

平成18年度一般会計決算の歳入内訳
総額493億510万７千円（100％）



和 泉 市 議 会 だ よ り 平成20年２月１日（4）
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。
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損
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収
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又
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６
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結
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
１
つ
、
答
申

に
基
づ
く
実
施
計
画
は
そ
れ
ら
の

治
会
が
中
心
と
な
り
「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
的
な
組
織
を
つ
く
っ
て
諸

準
備
の
考
え
方
を
教
え
て
も
ら
う
の

と
「
北
部
」
建
築
用
地
を
今
老
人
会

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
使
用
し
て

い
る
が
「
北
部
」
完
成
後
も
利
用
で

き
る
の
か
ど
う
か
。

【
理
事
者
】
本
事
業
は
第
三
次
総
合

計
画
の
地
域
別
整
備
構
想
に
基
づ
く

計
画
で
、
第
四
次
総
合
計
画
に
も
、

そ
の
計
画
は
ま
さ
に
公
民
協
働
の
自

治
運
営
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
地

状
況
を
反
映
し
た
再
建
策
と
な
り

う
る
か
。
２
つ
目
に
、
連
結
決
算

に
よ
る
市
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

【
理
事
者
】
実
施
計
画
は
そ
れ
ら

の
要
素
を
加
味
し
、
最
大
限
の
収

入
増
、
支
出
減
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
又
、
策
定
は
１
月
中
頃
ま
で

に
提
示
し
た
い
。
２
つ
目
は
、
財

政
健
全
化
団
体
に
な
る
基
準
は
、

実
質
赤
字
比
率
が
16
・
25
％
か
ら

20
％
に
設
定
さ
れ
ま
す
。
20
年
度

決
算
時
点
で
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
明
確
な
答
弁
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
病
院
単
体
の
状
況
よ
り
低
い

と
推
定
し
て
い
ま
す
。

【
議
員
】
質
問
通
告
の
「
タ
イ
ト

ル
」
が
不
明
と
の
指
摘
も
あ
っ
た

が
「
和
泉
市
の
会
計
は
国
民
１
億

２
千
万
余
人
」
の
も
の
、
市
民
１

８
万
２
千
人
に
託
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
「
後
援
会
」
や
支
援
団
体

の
「
２
４
、
３
１
０
票
」
の
人
が

何
を
や
っ
て
も
良
い
と
許
し
て
は

ダ
メ
だ
。
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
、

開
発
問
題
や
そ
の
関
連
業
者
か
ら

の
寄
付
行
為
「
カ
ネ
」
に
関
わ
る

事
か
ら
、
教
育
行
政
に
お
い
て
不

適
切
な
契
約
、「
羽
床
川
」
賠
償

事
案
、「
社
会
福
祉
協
議
会
」
の

高
額
な
就
職
斡
旋
「
小
学
校
建
設

【
議
員
】
泉
州
基
幹
農
道
と
農
用
地

面
整
備
の
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
本
市
が
関

西
新
空
港
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
活
か

し
、
大
消
費
地
と
農
産
物
の
広
域
的

な
流
通
や
都
市
と
の
交
流
を
目
指
す

と
い
う
主
旨
の
も
と
、
本
市
の
緑
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
の
始
ま
り
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
小
川
西
団

地
で
始
ま
っ
た
苺
栽
培
は
シ
ー
ズ
ン

に
は
１
万
人
も
の
来
訪
者
が
あ
り
、

香
り
高
い
甘
い
苺
を
満
喫
し
て
頂
い

て
い
る
。
又
、
団
地
の
農
家
の
皆
さ

ん
は
、
本
市
の
指
導
に
よ
り
、
大
き

な
夢
と
大
き
な
投
資
を
し
て
明
日
の

農
業
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
団
地
と
都
市
と
の
交
流
の
中

で
大
事
な
飲
料
水
の
件
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
又
、
小
川
町
へ
の
上

水
道
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
理
事
者
】
小
川
西
団
地
へ
の
飲
料

水
は
交
流
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
か

ら
上
水
道
の
延
伸
を
す
る
。
又
、
営

農
計
画
の
出
さ
れ
て
い
る
坪
井
団

地
、
未
計
画
の
小
川
東
団
地
に
つ
い

て
は
今
後
研
究
し
て
い
く
。
又
、
小

川
町
（
集
落
）
へ
の
上
水
道
供
給
に

つ
い
て
は
、
水
道
事
業
と
し
て
進
め

て
い
く
。

に
お
け
る
損
害
賠
償
」、
自
ら
の

選
挙
運
動
と
思
わ
れ
る
広
報
誌
の

利
用
、
税
金
を
使
っ
て
「
自
治
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
等
は
そ
の
際

た
る
も
の
（
議
会
会
議
録
参
照
）

【
理
事
者
】
市
長
と
し
て
の
責
務

と
し
て
は
地
方
自
治
法
に
あ
る
。

住
民
福
祉
を
基
本
と
し
て
市
民
の

税
金
を
財
源
に
し
最
小
経
費
で
最

大
効
果
を
上
げ
る
こ
と
だ
と
考
え

る
。
得
票
数
を
言
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
の
方
達
だ
け
に
公
約
を

示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
１
８
万

市
民
に
対
し
そ
の
公
約
を
実
行
し

て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
と
考
え

て
い
る
。

域
の
中
核
的
活
動
拠
点
と
位
置
づ
け

る
も
の
で
あ
り
和
泉
市
と
し
て
も
着

実
に
進
め
て
行
く
べ
き
施
設
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
「
南
部
」
の
完

了
後
、
市
の
財
政
状
況
も
加
味
し
な

が
ら
、
先
ず
地
域
住
民
と
共
に
、
基

本
計
画
づ
く
り
に
向
け
て
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
多
目
的
に
活
用
で
き
る

広
場
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
北
部
リ

ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
範
囲
の

中
で
、
地
域
の
意
見
を
お
伺
い
し
検

討
し
た
い
。

市
立
病
院
に
つ
い
て

北
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

役
所
は
２
４
、
３
１
０
の
も
の

で
は
な
い
で

泉
州
東
部
基
幹
農
道
と
面
整
備
に

つ
い
て
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【
議
員
】
日
常
ご
み
の
最
も
多
か
っ
た

９
年
前
と
比
較
す
る
と
ご
み
量
は

８
％
減
少
し
て
い
る
が
収
集
料
金
は

14
％
増
加
し
て
い
る
。
料
金
設
定
に

ご
み
量
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
又

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
古
紙
は
資
源
化
に

際
し
逆
有
償
に
な
っ
て
い
る
が
、
０

３
年
か
ら
の
４
年
間
で
要
し
た
費
用

は
い
く
ら
か
。
次
に
新
分
別
収
集
は

地
域
を
挙
げ
て
資
源
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
世
帯
数
で
収
集
料
金
を

設
定
し
て
お
り
実
態
を
反
映
し
て
い

な
い
。
又
事
業
系
ご
み
の
処
理
責
任

は
全
面
的
に
排
出
業
者
に
あ
る
と

「
廃
掃
法
」
で
明
確
に
謳
わ
れ
て
い
る

が
無
料
の
市
は
和
泉
市
を
含
め
４
市

し
か
な
い
。
考
え
を
聞
く
。

【
理
事
者
】
収
集
費
に
つ
い
て
は
搬
入

量
を
料
金
に
反
映
す
る
よ
り
も
、
処

分
料
金
に
反
映
す
べ
き
と
考
え
る
。

逆
有
償
分
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
０
８

３
ト
ン
で
３
９
８
２
万
円
。
古
紙
は

３
４
４
３
ト
ン
で
２
２
４
１
万
円
で

あ
る
。
新
分
別
収
集
料
金
に
つ
い
て

は
減
額
で
協
議
し
て
い
る
。
事
業
系

ご
み
は
０
８
年
４
月
か
ら
別
積
み
収

集
を
し
、
処
分
料
金
は
関
係
市
と
協

議
し
て
い
く
。

【
議
員
】
弥
生
町
三
丁
目
（
三
井

化
学
社
宅
跡
地
）
開
発
計
画
で
業

者
は
、
信
号
機
設
置
問
題
、
開
発

内
道
路
問
題
、
既
存
道
路
交
通
公

害
対
策
で
の
自
治
会
・
住
民
要
望

を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
へ

の
改
善
指
導
を
市
に
要
望
し
て
い

る
が
、
市
回
答
（
十
二
月
三
日
）

は
納
得
で
き
な
い
。
開
発
指
導
要

綱
は
、
住
民
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ

と
を
禁
止
し
て
い
る
は
ず
、
市
は

公
平
性
を
欠
く
指
導
は
し
て
い
な

い
と
い
う
が
、
市
の
姿
勢
は
ど
ち

ら
を
向
い
て
い
る
の
か
。

【
理
事
者
】
開
発
計
画
の
事
業
化

は
住
民
同
意
が
望
ま
し
い
が
、
同

意
を
も
っ
て
の
許
可
規
定
で
は
な

く
、
開
発
許
可
基
準
に
適
合
し
て

お
れ
ば
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
住
民
と
の
事
前
調
整
は
、
強

制
力
を
持
た
な
い
行
政
指
導
で
あ

る
。
そ
の
た
め
住
民
の
同
意
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
以
上

事
業
者
へ
の
強
制
は
困
難
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
の
生
活

【
議
員
】
今
年
、
小
中
学
校
の
耐
震

改
修
工
事
に
お
い
て
、
工
期
が
例
年

に
な
く
非
常
に
短
か
か
っ
た
が
、
来

年
度
以
降
は
、
工
期
期
間
に
十
分
配

慮
し
て
頂
け
ま
す
か
？

【
理
事
者
】
夏
休
み
の
開
始
日
か
ら

着
手
で
き
る
よ
う
工
期
に
配
慮
致
し

ま
す
。

【
議
員
】
公
共
工
事
の
入
札
結
果
を

見
て
い
る
と
、
ほ
ぼ
最
低
制
限
価
格

で
の
落
札
と
な
っ
て
い
ま
す
。
和
泉

市
に
と
っ
て
財
政
的
な
面
だ
け
を
見

れ
ば
喜
ば
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
最
低
価
格
で
の
落
札
は
請
負
業

者
に
と
っ
て
大
変
な
努
力
を
強
い
ら

れ
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
入
札
時
に
お
け
る
総
合
評

価
制
度
の
加
点
の
中
に
、
就
労
困
難

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
雇
用
・
災

害
時
の
応
援
協
定
を
結
ば
れ
た
事
業

所
に
対
し
て
和
泉
市
独
自
の
加
点
制

度
を
検
討
す
る
な
ど
、
市
内
業
者
の

育
成
に
力
を
注
ぎ
地
元
の
企
業
が
地

元
で
頑
張
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り

を
市
が
応
援
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
和
泉
の
企
業
が
元
気
で

あ
れ
ば
和
泉
市
も
元
気
に
な
れ
る
と

考
え
ま
す
。

【
議
員
】
平
成
19
年
度
の
決
算
見

込
み
は
ど
う
な
る
。
市
民
に
と
っ

て
高
い
保
険
料
負
担
は
耐
え
ら
れ

な
い
。
保
険
料
の
引
き
下
げ
と
あ

わ
せ
て
、
減
免
の
充
実
や
利
用
料

減
免
の
実
施
を
す
べ
き
だ
。

認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

介
護
し
て
い
る
家
族
は
心
身
と
も

に
大
変
な
状
況
で
、
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
整
備

が
必
要
だ
。
ま
た
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
は
認
知
症
の
対
応

が
可
能
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
理
事
者
】
決
算
見
込
み
だ
が
、

現
時
点
に
お
い
て
本
年
度
も
黒
字

と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
独
自
減

免
、
利
用
料
減
免
制
度
に
つ
い
て

は
、
運
営
協
議
会
に
決
算
状
況
等

を
資
料
提
出
し
、
第
４
期
介
護
保

険
事
業
計
画
と
し
て
、
保
険
料
額

等
を
含
め
検
討
し
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

認
知
症
対
応
の
事
業
所
整
備
に
つ

い
て
も
、
第
４
期
の
検
討
課
題
だ
。

ま
た
、
小
規
模
多
機
能
型
事
業
所

が
本
年
度
末
に
完
成
予
定
な
の

で
、
認
知
症
高
齢
者
の
受
け
入
れ

を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
結
局
は
第
４
期
と
い
う

こ
と
だ
。
早
期
の
実
施
を
求
む
。

弥
生
町
三
丁
目開

発
計
画
に
つ
い
て

介
護
保
険
に
つ
い
て

や
環
境
を
守
る
う
え
で
、
客
観
的
、

公
平
性
、
透
明
性
の
観
点
か
ら
引

き
続
き
指
導
は
行
な
っ
て
い
き
た

い
。

公
共
工
事
の
発
注
に
つ
い
て

ご
み
行
政
に
つ
い
て
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【
議
員
】
市
内
で
『
硬
式
野
球
』
が

可
能
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ど
こ
か
？

【
理
事
者
】
現
在
可
能
な
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

ボ
ー
ル
が
防
球
ネ
ッ
ト
の
外
へ
出

な
い
等
の
工
夫
を
行
っ
た
場
合
に

は
使
用
を
認
め
て
い
ま
す
。

【
議
員
】
市
内
に
は
硬
式
野
球
の

チ
ー
ム
も
あ
り
、
練
習
場
所
な
ど

大
変
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
是
非
と

も
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
あ
る
光
明
池

球
技
場
で
、
硬
式
野
球
が
可
能
と

な
る
為
の
整
備
方
策
を
お
願
い
し

た
い
。

【
理
事
者
】
光
明
池
球
技
場
に
つ

き
ま
し
て
は
、
１
・
３
塁
側
の
歩

行
者
通
路
の
上
部
に
防
球
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
、
外
野
側
の
防
球
ネ
ッ

ト
の
嵩
上
げ
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の

改
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
硬
式
野

球
が
可
能
と
な
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
施
設
の
広
さ
や
規
模

及
び
整
備
状
況
な
ど
か
ら
考
え

て
、
よ
り
安
全
に
利
用
す
る
た
め

に
は
、
利
用
者
や
関
係
団
体
の

方
々
と
十
分
協
議
を
行
う
と
共

に
、
関
係
課
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
順
次
整
備
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
議
員
】
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
数

点
伺
い
た
い
。

産
前
産
後
の
支
援
に
つ
い
て
、
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
が
で
き
な
い
か
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
厚
生
文
教
委
員
会
で
も
請

願
が
採
択
さ
れ
た
。
今
後
の
考
え
方

を
聞
き
た
い
。

妊
産
婦
健
診
の
公
費
拡
大
に
つ
い

て
は
今
年
度
、
国
で
は
少
子
化
対
策

の
為
の
予
算
が
倍
増
し
各
市
で
は
前

向
き
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
和

泉
市
と
し
て
は
ど
う
か
。

不
妊
治
療
の
助
成
に
つ
い
て
は
国

の
方
で
も
一
定
の
助
成
制
度
が
で
き

て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
個
人
の
負
担

は
大
き
い
。
和
泉
市
と
し
て
の
公
費

負
担
は
で
き
な
い
か
。

【
理
事
者
】

に
つ
い
て
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
趣
旨
に
そ

っ
た
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
が
多
少

違
う
点
も
あ
り
今
後
、
調
査
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

に
つ
い
て
は
十
分
認
識
・
理
解

を
し
て
い
る
。

に
つ
い
て
は
助
成
の
必
要
性
等
を

考
慮
し
、
現
在
、
調
査
研
究
し
て
い

る
。

【
議
員
】
現
在
の
経
済
状
況
は
様
々

な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
大
変
複
雑

な
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
内
の
中
小
企
業
施
策
と
入
札
制

度
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

【
理
事
者
】
経
営
相
談
窓
口
の
充
実
、

公
的
支
援
制
度
の
紹
介
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
市
内
企
業
情
報
の
発
信
等

で
す
。
入
札
執
行
に
つ
い
て
は
改

革
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
て
改
善
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
落
札
率
は
平
成
十
九
年
十
一

月
末
現
在
で
81
・
85
％
で
す
。

【
議
員
】
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
産
業
の
活
性
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。
市
内
業
者
を
守
り
育
て

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
が

そ
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
理
事
者
】
市
内
業
者
の
育
成
と

い
う
の
は
、
政
治
や
行
政
に
携
わ

っ
て
い
る
以
上
こ
れ
は
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
最
低
制
限
価

格
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
精
査

し
責
任
を
も
っ
て
説
明
の
つ
く
価

格
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
中
小
企
業
の
支
援
策
に

つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
、
タ
イ
ム

ラ
グ
の
な
い
よ
う
鋭
意
取
組
ん
で

い
く
。

硬
式
野
球
に
つ
い
て

中
小
企
業
施
策
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

【
議
員
】
学
校
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
ま
す
オ
ー
プ
ン
形
式
教
室
に
対

す
る
評
価
と
い
う
も
の
が
、
は
た
し

て
開
校
し
て
一
年
八
ヶ
月
経
過
し
ま

し
た
が
、
現
時
点
で
ど
の
よ
う
で
あ

る
か
お
答
え
下
さ
い
。

【
理
事
者
】
当
初
隣
の
教
室
か
ら
の
声

が
、
授
業
の
妨
げ
の
な
る
心
配
も
あ

っ
た
が
、
か
え
っ
て
集
中
力
が
つ
き

開
放
感
が
あ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る

反
面
冬
場
が
大
変
寒
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
。

【
議
員
】
隣
の
教
室
か
ら
の
音
や
声
に

問
題
は
無
い
と
の
事
だ
が
、
廊
下
を

挟
ん
で
の
階
段
の
足
音
等
も
あ
り
疑

問
視
さ
れ
る
。
寒
さ
対
策
も
含
め
解

消
策
を
早
急
に
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
？

【
理
事
者
】
今
年
度
、
一
教
室
に
つ
い

て
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
で
、
教
室
と
廊

下
を
間
仕
切
り
す
る
等
の
事
を
考
え
、

今
後
騒
音
対
策
も
加
味
し
検
討
致
し

ま
す
。

【
議
員
】
財
政
面
で
苦
慮
す
る
所
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、「
国
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
」
を
守
っ
て
、
大
切
に
育
て

て
い
く
為
に
も
、
是
非
勉
強
の
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
設
「
青
葉
は
つ
が
野
小
学
校
の
オ

ー
プ
ン
形
式
教
室
」
に
つ
い
て
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意見書 

今定例会では次の意見書４件が上程され、
可決された意見書は、内閣総理大臣や関係す
る各大臣等に送付しました。

◆割賦販売法の抜本的改正に関する意見書
◆メディカルコントロール体制の充実を求め
る意見書

◆自主共済制度の保険業法の適用除外を求め
る意見書

◆食の安全と自給率向上、地域農業の振興を
求める意見書

○
北
信
太
駅
西
側
に
つ
い
て

○
防
災
に
つ
い
て

○
市
営
葬
儀
に
つ
い
て

○
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
緊
急
対
応
に
つ
い
て

○
教
育
委
員
会
に
つ
い
て

○
和
泉
市
立
病
院
に
つ
い
て

○
泉
州
東
部
農
用
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

○
槙
尾
川
ダ
ム
に
つ
い
て

○
市
民
か
ら
の
「
手
紙
」
に
つ
い
て
（
二
つ
の
事
例
）

○
住
宅
施
設
に
つ
い
て

○
絆
　
小
学
校
の
５
、
６
年
生

○
部
署
の
運
用
に
つ
い
て

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

○
学
校
施
設
に
お
け
る
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て

○
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
元
気
っ
子
プ
ラ
ザ
」
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
制
度
及
び
関
連
問
題
に
つ
い
て

○
小
川
西
集
落
農
園
に
つ
い
て

常任委員会審査報告 

【
議
員
】
昨
年
四
月
に
導
入
さ
れ
、

十
月
よ
り
完
全
実
施
に
な
っ
た
こ
の

法
律
は
、
当
事
者
の
人
権
を
無
視
す

る
内
容
で
あ
っ
た
。
大
阪
府
は
、
ほ

と
ん
ど
の
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
抑
制
が

見
ら
れ
た
と
厚
労
大
臣
に
提
出
し
た

要
望
書
で
示
し
て
い
る
が
、
和
泉
市

の
場
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
理
事
者
】
数
ヶ
月
は
利
用
控
え
が

あ
っ
た
が
、
本
市
独
自
の
助
成
制
度

な
ど
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
増
加
が

表
れ
て
い
る
。

【
議
員
】
確
か
に
短
期
入
所
や
移
動

支
援
に
は
増
加
が
見
ら
れ
る
が
、
居

宅
介
護
は
横
ば
い
状
態
だ
と
捉
え
る

べ
き
だ
。
ま
た
本
市
の
大
き
な
特
徴

と
し
て
施
設
通
所
関
連
で
約
四
割
の

落
ち
込
み
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

利
用
実
人
数
計
算
に
な
っ
た
影
響
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
利
用
し
に
く
く
な

っ
た
状
況
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、

施
設
側
に
し
て
み
れ
ば
、
存
亡
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
。
支
援
法
の
下
で

新
体
系
へ
の
移
行
が
課
せ
ら
れ
た
施

設
の
課
題
と
当
事
者
の
不
安
に
丁
寧

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

総務安全委員会

本委員会は12月６日に開催され、「和泉市土地
開発公社定款の変更について」など、議案３件
を審査の結果、いずれも原案どおり可決しまし
た。
都市環境委員会

本委員会は12月５日に開催され、「南大阪湾岸
北部流域下水道組合の解散及び財産処分に関す
る協議について」など、議案４件を審査の結果、
いずれも原案どおり可決しました。
厚生文教委員会

本委員会は12月４日、７日に開催され、「和解
について（小学校新設工事に伴う家屋損傷に対
する損失保証）」など議案６件を原案どおり可決
し、「乳幼児医療費助成制度の拡充を求める請願」
は、一部採択一部不採択でした。

障
害
者
自
立
支
援
法
そ
の
後
に
つ

い
て
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（この市議会だよりは100％再生紙を使用しています）

（和泉市議会は（財）日本環境協会の承認を得て、エコマークをシンボルマークとして使用しています。）

１＊研修会に参加しました
大阪府市議会議長会主催による第47回大阪

府市議会議長会議員研修会が開催され、本市

議会からも多数の議員が参加しました。

日程：11月16日（金）

場所：ホテル阪急エキスポパーク

講演：｢地方議会の活性化｣

講師：小林弘和氏（専修大学法学部教授）

２＊視察に来られました
平成19年中に下記の９市議会が本市を視察

されました。

＜市名及び視察事項＞

◇埼玉県草加市

コミュニティバス　めぐ～るについて

◇新潟県見附市

リサイクルプラザ　彩生館について

◇東京都府中市

青葉はつが野小学校について

◇新潟県村上市

青葉はつが野小学校について

コミュニティバス　めぐ～るについて

◇千葉県野田市

エンゼルハウスについて

◇新潟県燕市

青葉はつが野小学校について

◇埼玉県東松山市

南横山小学校について

◇青森県八戸市

無料職業紹介事業について

◇東京都小平市

男女共同参画センターについて

場所：議場　本館３階（入口

は本館２階税務室資産税横）

：委員会室　別館３階

定員：議場　40席

（車いすスペース３台分）

：委員会室　７席

（音声傍聴　10席）

市議会では、市民の皆さまの生活に直結した問題が議

論されています。市政を身近に感じていただくためにも、

ぜひ傍聴してください。

傍聴は、備え付けの傍聴券に住所、氏名等をご記入い

ただくだけで簡単にできます。

いずれも、開会予定時刻の15分前から先着順に入室

できますが、定員を超える場合は抽選となりますのでご

了承ください。

＊第１回＊　定例会の予定
平成20年第１回定例会は、次の日程で開催される予定

です。なお、議事の都合により日程や開会時間等が変更
される場合もありますので、詳しくは市議会事務局まで
お問い合わせください。
電話：0725・41・1551（内線1722）

日    程          会       議 
議会運営委員会 
本会議（議案審議） 
厚生文教委員会・協議会 
都市環境委員会・協議会 
総務安全委員会・協議会 

予算審査特別委員会 

議会運営委員会 
本会議（一般質問） 
本会議（一般質問） 
本会議（議案審議） 

  場  所 
委員会室 
議　　場 
委員会室 
委員会室 
委員会室 

議　　場 

委員会室 
議　　場 
議　　場 
議　　場 

 開 会 時 間 
午後  １時 
午前10時 
午前10時 
午前10時 
午前10時 

午前10時 

午後  1時 
午前10時 
午前10時 
午前10時 

2月22日 
2月29日 
3月  3日 
3月  4日 
3月  5日 
3月10日 
～14日 
3月18日 
3月24日 
3月25日 
3月26日 

（金） 
（金） 
（月） 
（火） 
（水） 
（月） 
（金） 
（火） 
（月） 
（火） 
（水） 

平成19年第４回定例会の本会議傍聴数
１２月　３日（０人）１２日（７８人）

１３日（７人）１４日（１２人）
合　計（９７人）

人
事
案
件

今
定
例
会
で
は
次
の
方
々
の
選
任
及

び
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

副
市
長
　

林
　
和
男
氏
（
尾
井
町
）

教
育
委
員
会
委
員

安
井
　
柾
雄
氏
（
和
田
町
）

公
平
委
員
会
委
員

寺
田
　
友
子
氏
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

人
権
擁
護
委
員

権
田
　
千
春
氏
（
上
代
町
）

友
谷
　
笑
子
氏
（
唐
国
町
一
丁
目
）

平
子
　
美
智
代
氏
（
小
野
田
町
）

堀
川
　
不
可
止
氏
（
観
音
寺
町
）


